
様式2

都市再生整備計画　事後評価シート

後楽二丁目地区

平成24年2月

東京都文京区



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 5.0ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし ●

あり

なし

あり

なし

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

指標３

定住人口

○

目標
達成度※１

291

48,262 50,000

数　　値

人

整備歩道の歩行者数（ピー
ク時）

175 H18

600

H22

目標値

モニタリング 効果の発現状況について分析するためのモニタリング
都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

 １）事業の実施状況

人／１５分

交付期間
の変更

H18

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

48,00046,717

指標1

指　標

指標２

当初計画
から

削除した
事業

真夏日の道路表面温度
（ピーク時）

平成19年度～平成23年度

470

℃ H18

フォローアップ
予定時期

従前値 目標値

55 49 51

H18

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

1年以内の
達成見込み

738

効果発現要因
（総合所見）

市街地再開発事業による住宅確保や歩道の創
設、道路事業による歩道拡幅や遮熱性舗装によ
り、定住人口の増加に貢献した。

H22

市街地再開発事業による歩道設置に合わせ、地域住民の利便性向
上のため事業を追加

国民体育大会も視野に入れた小石川運動場の全面改修工事として
追加

目標
達成度

○695

定住人口及び整備歩道の歩行者数の指標に関係するが、数値目
標は据え置く

新たな指標として「小石川運動場の利用人数」を追加

○280

△45
指標を他現場での実測値としたため、同一環境
下での比較とならず、遮熱性舗装の正確な効果
が検証できなかった。（その他の指標で補完）

道路事業による歩道拡幅（歩行者空間整備）、市
街地再開発事業による住宅・オフィスの複合施設
の完成により、歩行者数が増加した。

H22

203

小石川運動場の利用人数 人／年

 ５）実施過程の評価

・市街地再開発事業により、一体的にまちの整備がされ、火災や水害に対する不安が解消された。また、空間が広がり、まちがきれいになった。   ・隣接地区でまちづくりの機運が高まり、現在、まちづくりの話合が進められている。
・大江戸線駅前の歩道拡幅や歩車道の段差解消により、歩行者が安心して歩けるようになった。     ・広場などが整備されたことにより、保育園の散歩コースや休憩場所として利用されるようになった。

その他の
数値指標３

-9 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値

その他の
数値指標２

遮熱性舗装により、舗装路面の温度上昇が
抑制され道路表面温度が低下した。

℃ 0 H23
その他の

数値指標1

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

路面温度上昇抑制効果
（ピーク時）

指標4については、工事が未完了であり、平成25年度に平成24年度の利用
人数が確定するため、引き続き状況を確認する。

実施内容

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

後楽二丁目地区街づくり連絡協議会において後楽二丁目地区ま
ちづくり検討会を実施

今後は抽出した課題を解決するため、必要に応じて検討会などを行い、地
元住民との協議を踏まえ、まちづくりの推進を図る。

都市再生整備計画に記載し、実施できた

住民に対するアンケート調査
後楽二丁目地区街づくり連絡協議会においての住民意見を聴取

都市再生整備計画に記載し、実施できた

今後も連絡協議会等の開催を継続し、官民協働のまちづくり体制を持続。都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

今後の対応方針等実施状況

フォローアップ
予定時期

平成25年5月
小石川運動場グラウンドのレベルアップによる利
用日数の増加、バリアフリー化による利用価値の
向上により、利用者の増加が見込まれる。

H23

効果発現要因
（総合所見）

1年以内の
達成見込み

指標４

事業活用調査：事後評価調査

新たに追加し
た事業

道路：特別区道文第８０９号

地域創造支援事業：小石川運動場改修工事

事業名
なし

なし

数　　値

平成19年度～平成22年度

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

国費率

道路：特別区道文第８０７号、特別区道文第８０８号、特別区道文第８７８号
市街地再開発事業：後楽二丁目西地区第一種市街地再開発事業

交付対象事業費

削除/追加の理由

地区名

3,804百万円

後楽二丁目地区

平成19年度～平成23年度 平成23年度事後評価実施時期

東京都 市町村名 文京区



様式２－２　地区の概要

単位：人 470 H18 600 H22 738 H23

単位：℃ 55 H18 45 H22 51 H23

単位：人／１５分 175 H18 280 H22 291 H23

単位：人／年 46,717 H18 48,000 H23 50,000 H23

後楽二丁目地区（東京都文京区）　都市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値

まちの課題の変化

・道路整備事業や市街地再開発事業により周辺の住環境整備や良質な住宅が供給され、定住人口が増加した。
・共同住宅とオフィスの複合ビルが後楽二丁目西地区第一種市街地再開発事業施設建築物として建てられ、良好な環境の市街地形成に寄与した。
・共同住宅とオフィスの複合ビルの完成により、商業・業務機能が集積し、就業人口が増え、近接する都営大江戸線飯田橋駅では歩行者数の増加がみられた。
・市街地再開発事業により、老朽化した建物が無くなり、耐震耐火の建物が出来上がり、防災機能が向上した。小石川運動場においても、防災施設としての機能向上が図られた。
・市街地再開発事業により、一部未整備であった歩道が創出され、安全で快適な歩行者ネットワークが確保された。
・小石川運動場の改修工事による運動場のレベルアップにより地域の活性化が図られたとともに、周辺住民も集会などに利用できる施設が整備された。
・居住者や就業者の生活利便性をさらに高めるために、スーパー等の生活支援施設や金融機関等の公益施設の導入が求められている。

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・増加した定住人口を維持していくため、周辺環境の維持管理を行い定住人口の確保を図る。
・周辺の緑化や、隣接地区でのまちづくりを進めることにより、周辺地域と一体となった環境に配慮した良好な市街地形成を図る。また、地域住民と連携して周辺環境の維持管理を適切に行っていく。
・隣接地区のまちづくりにおいて、住民の意見が反映されたまちづくりを進めることや、イベント等の実施をすることで、活気や賑わいのあるまちづくりを推進する。
・ハード面の機能は確保されたので、区民自体の意識を高めることが今後は重要であるため、防災対策に関する周知及び啓発を図る。
・隣接地区でのまちづくりを進めることにより、周辺地域と一体となった歩行者ネットワークを確保する。また、快適な歩行者空間を維持していくために、施設の維持管理を適切に行うことで、歩行空間の安全性、快適性を維持していく。
・小石川運動場におけるグラウンド貸出機会の増加や会議室の地域開放機会の実施、定期的に区報等で施設の利用案内、情報発信を行うことにより、利用促進を図る。
・スーパー等の生活支援施設や金融機関等の公益施設の誘致など、生活利便性に配慮したまちの整備を図る。

大目標： 文京区の南の玄関口として、地区特性に応じた土地の高度・有効利用を図るとともに、環境に配慮した安全な都
市基盤の整備を行う。
　目標１：市街地再開発事業等の活用により共同化、土地の合理的な高度・有効利用を図り、賑わいの創出と都心居住を
促進する。
　目標２：安全で快適な歩行者空間を確保する。
　目標３：後楽園庭園に近接する地区特性を考慮し、環境にやさしい都市基盤整備を行う。
　目標４：地域の生活利便性を向上させる。

定住人口

真夏日の道路表面温度（ピーク時）

整備歩道の歩行者数（ピーク時）

小石川運動場の利用人数

Ｎ

○関連事業
21世紀居住緊急促進事業
先進型再開発緊急促進事業

■基幹事業
道路事業
区道 文第808号

■基幹事業
道路事業
区道 文第809号

□提案事業
事業活用調査
事後評価調査

□提案事業
地域創造支援事業
小石川運動場改修工事

○関連事業
第68回国民体育大会競技施設
整備補助金

■基幹事業
道路事業
区道 文第807号

■基幹事業
道路事業
区道 文第878号

：基幹事業

：提案事業

：関連事業

■基幹事業
市街地再開発事業
【後楽二丁目西地区】


